
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

  

   

 

鹿北小学校便り 

第１０号 

 令和６年１月 

文責 鶴田 史子 せせらぎ 
ゆめーる・かほく【小学校版】 

 令和６年１月９日（火）３学期の始業式を行いました。子どもたちが元気いっぱいに登校し、笑顔をみせてくれ

て、あたりまえの日々に感謝です。今年は、元日から「能登半島地震」の報道に心を痛めておりました。尊い命を

落とされた方々のご冥福をお祈りするとともに、被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。災害の怖

さ、大変さは、私たちは「熊本地震」で経験をしました。一日に何度も何度も携帯からアラーム音が鳴り、いつで

も逃げられるようにと非常用の持ち出し袋を用意していたことは、まだ記憶に新しいですよね。このような災害を

目の当たりにすると「あたりまえがあたりまえじゃない」ということを改めて考えさせられます。 

 「私たちにできることは何か」を考え、いざという時には、どのようにして大切な人の命を守るかということを

それぞれのご家庭でも話し合われたのではないでしょうか。 

 「鹿北はひとつ」という言葉を思い出します。地域のみんなで助け合い、支え合う関係を日頃から築いていき、

みんなで、みんなの命を守っていきましょう。 

児童会の呼びかけで被災された地域へ義援金を 
 始業式後、「能登半島地震」の新聞報道などを見て、私たちにできることはないか・・・

と、各学級で話し合ったり、個人で考えたりしました。今回は、「義援金を送る活動に取り

組みたい」と５年生の鹿北委員会の児童からの相談がありました。鹿北小学校では、毎

年児童会が中心となって、赤い羽根共同募金や書き損じはがき集めに取り組んでいま

す。それらの経験から義援金を送りたいという思いにつながったようです。保護者の皆様

にもご理解いただき、学校・PTA・児童会として協力を呼びかけたところ、本当に多くの

方からご支援いただきました。ありがとうございました。児童会からの呼びかけよりも前

に、個人的に義援金を届けたり、コンビニの募金箱にお小遣いを募金したりした子もい

たようです。子どもたちの思いと各ご家庭のご支援に心が熱くなりました。今後も、私た

ちに何ができるかと考えながら、被災された方々への応援ができればと思います。 

【アルミ缶リサイクル】 に ご協力お願いいたします。 
 鹿北小学校 PTA では、毎年２回の資源回収を行っています。いつも地域の皆様にもご協力いただき、ありがとうございます。こ

こ数年、資源回収によって集まる空き瓶や空き缶の数は減少しております。もっと身近に、リサイクル活動ができないかと PTA 役

員さんを中心に話し合い、【アルミ缶リサイクル】を始めました。登校時に児童が家から持って来たり、ご家族が車で持って来られ

たりしています。地域の皆様も、もしよろしければ、各ご家庭で出たアルミの空き缶を、鹿北小学校の回収ボックス（水色のコンテ

ナ）に入れていただけるとありがたいです。学校の近くを通られる際、いつでも結構ですので、ご協力をよろしくお願いします。 

回収ボックス（水色のコンテナ）は、鹿北小学校の正門付近と、職員玄関付近に置いていますのでそちらにお願いします。アルミ

缶のみです。アルミ缶を洗って、つぶさずにそのまま入れていただきますようお願いします。 

山鹿郷土かるた大会１月２０日（土）菊鹿町のひまわり館で行われました。山

鹿市文化協会では、郷土の文化を知ってもらうため「山鹿郷土かるた」を作成し、毎年、全ての

小学校１年生に贈られています。このかるた大会の参加資格は、小学校２年生です。本校からも

３人が参加してくれました。他の小学校の子どもたちと一緒に、少し緊張しながらかるたを楽しむ

ことができました。ぜひ、ご家庭でかるたを楽しんでみてください。 

 

 

緊急連絡等のため保護者の皆様に登録いただいている「学校安心メール」は、ゆめタウン光の森様、熊本日日新聞社

鹿北販売センター様の協賛により、株式会社テクノミックス様が運営されています。いつもありがとうございます。
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♬台湾勝利国民小学校との交流を行いました♪ 

１月１９日（金）熊本県観光振興課からのご紹介で、鹿北小学校に台湾の高雄市勝利国民小学校から、４・５・６年生

の希望者２２人と先生、保護者の合計５０人が、来校されました。今回の訪問は「教育旅行」といい、修学旅行とは別に、

希望者が参加して４泊５日を熊本県内で過ごされました。教育旅行の目的の一つが、熊本の小学校との交流で、私たち

の学校生活を体験したいというものでした。中でも、「給食」「掃除」をぜひ体験したいとの希望もあり、鹿北小学校で体

験していただきました。NHK や KKT のニュース、熊本日日新聞社からの取材もあり、ご覧になった方も多いかと思いま

す。両校の子どもたちにとって、大変貴重な経験となりました。交流の様子の一部を紹介します。 

スペシャルゲストのくまモンと記念撮影。 

著作権の関係で   としています。 

鹿北といえばお茶！中満様にお願いして、台湾

のみなさんにお茶を味わっていただきました。

急須から注がれる美しい色のお茶に「お～っ」と

歓声が上がっていました。 

集合写真：オレンジ色のユニフォームを着ている 

のが高雄市勝利国民小学校の児童です 


